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自閉スペクトラム症とは

●症状

自閉スペクトラム症とは、自閉症、高機能自閉症、アスペルガー症候群などの

総称で、症状はさまざまですが、主に「社会的コミュニケーションの障害」、「限

定的かつ反復的な行動の障害」といった特性が幼児期早期からみられます。

また、大人になっても症状が完全になくなることはありません。

●発症率

自閉スペクトラム症の発症率は0.6～1％程度といわれており、特に男の子

に多いことが知られています。1）

●原因

自閉スペクトラム症は心の病気ではありません。脳の機能の発達にかたよりが

生じた結果、症状があらわれると考えられていますが、そのメカニズムはよく

わかっていません。環境の要因や遺伝的な要因などが関係しているという

報告があります。
親のしつけや育て方が原因ではありません。

自閉スペクトラム症に伴う易刺激性とその治療法

易刺激性とは、些細な刺激に対して反応しやすくなり、

ちょっとしたことでも、イライラしたり、怒ったり、気分が落ち込んだり、

と過剰に周囲に反応することです。

自閉スペクトラム症のお子さんでは、易刺激性により

自傷行為や攻撃的な行為などがみられる場合があります。

易刺激性により、お子さん自身が怪我をする危険性や

周りの人が危険な目にあうおそれがあります。

自閉スペクトラム症の治療法

自閉スペクトラム症の治療法には、心理社会的治療と薬による治療があります。

現時点では根本的な治療法が見つかっていないため、自閉スペクトラム症の

症状に対して心理社会的治療が行われ、薬による治療は症状に対する対症

療法として用いられます。　

●心理社会的治療

環境調整、療育（発達支援）・教育、ソーシャルスキルトレーニングなど

●薬による治療

生活に支障をきたすような症状や合併症がある場合、症状に応じて、

抗精神病薬、抗うつ薬、気分安定薬、抗てんかん薬などが処方される場合が

あります。

い　しげきせい













●被害関係念慮
（周囲で起きていることを自分と関係付けて

　 被害的に解釈する）


